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	橋本
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の

概　　要

　　　
	各人が現在自分が参加している状況と問題点を中心に話し合いが進んでいった。参加者の中には、自治会組織ができて間もない地域の方や組織が出来てかなりなるが活動があまりないところもあった。
これらの方から、如何に設立、活性していけばいいのかと言う問いかけもあった。参加者の中で防災面でかなり進んでいるという地域もあり、総合的に和やかに会話が弾んだ。
しかし、地域には、一戸建ての所やマンション等がありその差は

かなりあるようだ。



	発

表

内

容


	活動テーマ
	取組み方法

	
	防犯・防災の組織化と

活性化について
自治会会員の加入促進
について

	年齢的に高齢化が進む中で、仕事を持っている人は参加は難しいので、名前だけの登録だけを勧誘するのではなく、時間をかけて６５歳前後の人を中心に組織化していくことが大事である。自治会の会員を対象に時間をかけ理解度を深めるためコミュニケーションの機会を積極的に設ける。
情報管理をしっかりと把握し、未加入者に

対し、計画的に情報提供をし、併せて加入依頼の文章を出す。常に時間をかけ、会話を通じてアプローチをしていく。

	感

想


	○「振返り講座②」の内容について（参加者からの評価）
初めて参加するので一通りのことが勉強できたと思う。

出来たらこの講義時間内で仲間が出来たらよかった。

同じ班の人でも会話があまり持てなかった。
○「振返り講座②」の改善点（ファシリテーターからの評価）
各分野の講義が浅く広く実施されているが、参加者の中には、地域に深く関わっておられる人、初めて地域に参加しょうとする人、その差は大きいものがある。参加者の多くはすぐに役立つ分野、とりわけ地域で参加し、役に立つことを期待し参加されている面があるように感じる。

コミュニケーション情報関係（話し合う時間）のカリキュラムを検討する必要があるのではないかと感じた。
○「まちづくり研究会」への参加意欲
当分科会に７名の方が興味を持って参加されたと思う。

身近な問題点やこれから地域に関わろうとするものとすれば、
自治・防災の関係になるのではないかと感じる。
今後研究会を通じて発信して行こうとする姿勢は感じるが、実際会員になって活動していくかはハッキリしない。
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· ファシリテーターは本議事録を１2／６中に浅野宛に提出して下さい
